
液状化の検証試計算結果 

１．検討位置 

 下図に示す位置の既往の地質調査資料を用い、液状化の検証を実施した。 
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２．試計算結果 

 

 試計算結果を下表に示す。 

 

■試計算結果 液状化判定（簡易法） 

「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月）に基づく液状化判定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試計算結果の詳細を次頁より示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■試計算結果 液状化判定（地震応答解析を実施した場合） 

「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月）に基づく液状化判定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PL=0 液状化発生の可能性はない
0 ＜PL≦5 液状化発生の可能性が低い
5 ＜PL≦15 液状化発生の可能性がある 
15 ＜PL 液状化発生の可能性が高い 

PL=0 液状化発生の可能性はない
0 ＜PL≦5 液状化発生の可能性が低い
5 ＜PL≦15 液状化発生の可能性がある 
15 ＜PL 液状化発生の可能性が高い 

液状化危険度 液状化層厚

最大値 0.65×最大値 PL (m) 建築基礎構造設計指
針

「石原・吉嶺」の方法

9.0 221 － 6.4 9.0 11.3 30.5

9.0 － 143 0.4 3.0 2.5 12.2

9.0 265 － 0.4 1.0 0.7 2.2

9.0 － 172 0.0 0.0 0.0 0.0

9.0 206 － 0.0 0.0 0.0 0.0

9.0 － 134 0.0 0.0 0.0 0.0

9.0 287 － 7.5 2.0 2.1 6.6

9.0 － 186 3.9 1.0 1.4 4.0

9.0 221 － 0.0 0.0 0.0 0.0

9.0 － 143 0.0 0.0 0.0 0.0

9.0 221 － 4.3 3.0 3.0 6.8

9.0 － 143 1.5 1.0 1.2 4.4

9.0 221 － 17.7 3.0 26.6 15.7

9.0 － 143 11.9 3.0 23.6 15.7

9.0 265 － 0.0 0.0 0.0 0.0

9.0 － 172 0.0 0.0 0.0 0.0

9.0 206 － 3.1 2.0 1.9 8.7

9.0 － 134 0.0 0.0 0.0 0.0

9.0 287 － 7.9 2.0 6.2 11.0

9.0 － 186 5.7 2.0 5.9 11.0

地表面沈下量Dcy(cm)マグニ
チュード

柱状図

インプット

旭中央汚水ポンプ場土質調査業
務委託　No.1

飯岡町庁舎新築工事に伴う地質調
査　No.4

海上町中央公民館新築工事に伴う
地質調査　No.4

干潟町庁舎建設地土質調査業務
委託　No.2

地表面加速度(gal)

干潟町立西小学校敷地地質土質
調査業務委託　No.2

アウトプット

基　準 計算位置

旭市役所

飯岡支所

海上支所

干潟支所

地震計
位置

海上地区

建築基礎
構造設計

指針

（仮称）旭市福祉センター改築にか
かる地質調査業務委託　No.不明

旭市立日の出保育所改築工事に
伴う地質調査　No.2

飯岡地区

測量調査及び設計業務委託　B-1

旭中央病院敷地内地盤調査　B-1

測量調査及び設計業務委託　No.4砂鉄鉱区

干潟地区

液状化
被害家屋
密集域
付近

旭地区

海側

内陸側

砂鉄鉱区

液状化危険度 液状化層厚

PL (m)
建築基礎構造設計指

針
「石原・吉嶺」の方法

旭中央汚水ポンプ場土質調査業
務委託　No.1 9.0

引き戻し波形
（旭余震NS）

0.5 3.0 3.5 12.3

飯岡町庁舎新築工事に伴う地質調
査　No.4 9.0

引き戻し波形
（飯岡余震NS）

0.0 0.0 0.0 0.0

海上町中央公民館新築工事に伴う
地質調査　No.4 9.0

引き戻し波形
（海上余震NS）

0.0 0.0 0.0 0.0

干潟町庁舎建設地土質調査業務
委託　No.2 9.0

引き戻し波形
（干潟余震NS）

4.8 1.0 1.5 4.0

海側
（仮称）旭市福祉センター改築にか
かる地質調査業務委託　No.不明 9.0

引き戻し波形
（旭余震NS）

0.0 0.0 0.0 0.0

内陸側 旭中央病院敷地内地盤調査　B-1 9.0
引き戻し波形
（旭余震NS）

0.0 0.0 0.0 0.0

砂鉄鉱区
旭市立日の出保育所改築工事に
伴う地質調査　No.2 9.0

引き戻し波形
（旭余震NS）

6.6 3.0 18.0 15.7

飯岡地区 砂鉄鉱区 測量調査及び設計業務委託　No.4 9.0
引き戻し波形
（飯岡余震NS）

0.0 0.0 0.0 0.0

測量調査及び設計業務委託　B-1 9.0
引き戻し波形
（海上余震NS）

3.4 2.0 3.0 8.6

干潟町立西小学校敷地地質土質
調査業務委託　No.2 9.0

引き戻し波形
（干潟余震NS）

8.1 2.0 8.0 11.0

地表面沈下量Dcy(cm)マグニ
チュード

アウトプット

基　準

建築基礎
構造設計

指針

旭市役所

飯岡支所

海上支所

干潟支所

液状化
被害家屋
密集域
付近

柱状図

インプット

基盤へ入力す
る地震波

海上地区

干潟地区

旭地区

計算位置

地震計
位置
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液状化判定試計算結果 （１）地震計設置位置 旭市役所 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■試計算位置：地震計位置 旭市役所 

PL =6.4 

Dcy=11.3cm 

Dcy(石原･吉嶺)=30.5cm 

PL =0.4 

Dcy=2.5cm 

Dcy(石原･吉嶺)=12.2cm

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：地震応答解析を実施した場合の液状化判定 

■試計算位置：地震計位置 旭市役所 

■基盤入力波形：旭余震 NS を FDEL で引き戻した波形 

設計加速度：観測最大地表面加速度×0.65 ＝ 143gal 

設計加速度：観測最大地表面加速度 ＝ 221gal 

PL =0.5 

Dcy=3.5cm 

Dcy(石原･吉嶺)=12.3cm
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液状化判定試計算結果 （２）地震計設置位置 飯岡支所 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■試計算位置：地震計位置 飯岡支所 

PL =0.0 

Dcy=0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：地震応答解析を実施した場合の液状化判定 

■試計算位置：地震計位置 飯岡支所 

■基盤入力波形：飯岡余震 NS を FDEL で引き戻した波形 

設計加速度：観測最大地表面加速度×0.65 ＝ 172gal 

設計加速度：観測最大地表面加速度 ＝ 265gal 

PL =0.4 

Dcy=0.7cm  

Dcy(石原･吉嶺)=2.2cm 

PL =0.0 

Dcy=0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm 
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液状化判定試計算結果 （３）地震計設置位置 海上支所 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■試計算位置：地震計位置 海上支所 

PL =0.0 

Dcy=0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：地震応答解析を実施した場合の液状化判定 

■試計算位置：地震計位置 海上支所 

■基盤入力波形：海上余震 NS を FDEL で引き戻した波形 

設計加速度：観測最大地表面加速度×0.65 ＝ 134gal 

設計加速度：観測最大地表面加速度 ＝ 206gal 

PL =0.0 

Dcy=0.0cm  

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm 

PL =0.0 

Dcy=0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm 
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液状化判定試計算結果 （４）地震計設置位置 干潟支所 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■試計算位置：地震計位置 干潟支所 

PL = 3.9 

Dcy= 1.4cm 

Dcy(石原･吉嶺)=4.0cm 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：地震応答解析を実施した場合の液状化判定 

■試計算位置：地震計位置 干潟支所 

■基盤入力波形：干潟余震 NS を FDEL で引き戻した波形 

設計加速度：観測最大地表面加速度×0.65 ＝ 186gal 

設計加速度：観測最大地表面加速度 ＝ 287gal 

PL =7.5 

Dcy=2.1cm  

Dcy(石原･吉嶺)=6.6cm 

PL =4.8 

Dcy=1.5cm 

Dcy(石原･吉嶺)=4.0cm 
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液状化判定試計算結果 （５）液状化被害家屋密集域付近 旭地区 海側 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 旭地区 海側 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：地震応答解析を実施した場合の液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 旭地区 海側 

■基盤入力波形：旭余震 NS を FDEL で引き戻した波形 

設計加速度：観測最大地表面加速度×0.65 ＝ 143gal 

設計加速度：観測最大地表面加速度 ＝ 221gal 

PL =0.0 

Dcy=0.0cm  

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm 

PL = 0.0 

Dcy= 0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm 

PL =0.0 

Dcy=0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm 
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液状化判定試計算結果 （６）液状化被害家屋密集域付近 旭地区 内陸側

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 旭地区 内陸側 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：地震応答解析を実施した場合の液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 旭地区 内陸側 

■基盤入力波形：旭余震 NS を FDEL で引き戻した波形 

設計加速度：観測最大地表面加速度×0.65 ＝ 143gal 

6L =0.0 

Dcy=0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm 設計加速度：観測最大地表面加速度 ＝ 221gal 

PL =4.3 

Dcy=3.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=6.8cm

PL =1.5 

Dcy=1.2cm 

Dcy(石原･吉嶺)=4.4cm 
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液状化判定試計算結果 （７）液状化被害家屋密集域付近 旭地区 砂鉄鉱区 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 旭地区 砂鉄鉱区 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：地震応答解析を実施した場合の液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 旭地区 砂鉄鉱区 

■基盤入力波形：旭余震 NS を FDEL で引き戻した波形 

設計加速度：観測最大地表面加速度×0.65 ＝ 143gal 

PL =6.6 

Dcy=18.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=15.7cm
設計加速度：観測最大地表面加速度 ＝ 221gal 

PL =11.9 

Dcy=23.6cm 

Dcy(石原･吉嶺)=15.7cm

PL =17.7 

Dcy=26.6cm 

Dcy(石原･吉嶺)=15.7cm
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液状化判定試計算結果 （８）液状化被害家屋密集域付近 飯岡地区 砂鉄鉱区 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 飯岡地区 砂鉄鉱区 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：地震応答解析を実施した場合の液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 飯岡地区 砂鉄鉱区 

■基盤入力波形：飯岡余震 NS を FDEL で引き戻した波形 

設計加速度：観測最大地表面加速度×0.65 ＝ 172gal 

設計加速度：観測最大地表面加速度 ＝ 265gal 

PL =0.0 

Dcy=0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm

PL =0.0 

Dcy=0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm

PL =0.0 

Dcy=0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm
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液状化判定試計算結果 （９）液状化被害家屋密集域付近 海上地区 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 海上地区 

PL =3.1 

Dcy=1.9cm 

Dcy(石原･吉嶺)=8.7cm 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：地震応答解析を実施した場合の液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 海上地区 

■基盤入力波形：海上余震 NS を FDEL で引き戻した波形 

設計加速度：観測最大地表面加速度×0.65 ＝ 134gal 

設計加速度：観測最大地表面加速度 ＝ 206gal 

PL =3.4 

Dcy=3.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=8.6cm

PL =0.0 

Dcy=0.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=0.0cm
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液状化判定試計算結果 （１０）液状化被害家屋密集域付近 干潟地区 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 干潟地区 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：地震応答解析を実施した場合の液状化判定 

■試計算位置：液状化被害家屋密集域付近 干潟地区 

■基盤入力波形：干潟余震 NS を FDEL で引き戻した波形 

設計加速度：観測最大地表面加速度×0.65 ＝ 186gal 

PL =8.1 

Dcy=8.0cm 

Dcy(石原･吉嶺)=11.0cm
設計加速度：観測最大地表面加速度 ＝ 287gal PL =7.9 

Dcy=6.2cm 

Dcy(石原･吉嶺)=11.0cm

PL =5.7 

Dcy=5.9cm 

Dcy(石原･吉嶺)=11.0cm
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